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2.2.15 英国洪水(2007) 

調査項目 調査内容 

A極端現象による被害状況 

1発生時期 2007年 6月～7月 

 イングランドでは 7月 14日、24日、25日の豪雨で洪水が発生（5

月の降雨量の多さも要因の一つ）。続いて、7月 19日、20日にも

豪雨があり、さらに広範囲で洪水が発生。 

 北アイルランドでは、2007年 6月 12日から 15日にかけて豪雨。 

2発生場所 イングランドおよびウェールズの大半の地域ならびに北アイルランド

東部 

3極端現象の規模 過去 60 年で最大規模の洪水。イングランド、ウェールズおよび北ア

イルランド東部の広い範囲で、6~7月の平均の 2倍の降雨量を記録。 

【イングランドおよびウェールズ】 

 5月から 7月にかけて 414.1mmの降雨があり、1766年の観測開

始以来最大の降雨量を記録。7 つの郡で 7 月の降雨量が 1914 年

以来最多を記録した。 

【スコットランド】 

 6月の降水量が 1938年以来最多を記録。 

【北アイルランド】 

 史上最多の夏期降雨量を記録。6月から 8月の三か月間に年間降

水量の 45％の降雨があった。 

4再来期間（見積り） 英国気象局によると、2007年 6月の豪雨の再来期間は 200年超とされ

る。 

5経済被害額 およそ 32億ポンド（25億～38億の範囲内）。このうち、63％が保険

または地方自治体の無償資金援助でカバーされた。 

 

6 人的被害（死亡/負傷/影響を

受けた人の数） 

死者 13人。7,000人が救助。およそ 50万人が停電・断水の被害。 

7波及的な影響 

（影響が及んだ主体と内容） 

記載なし 

8図・表・画像等 
 洪水の様子 

2007年７月 21日 被害が大きかったグロスターシャーの様子 

 

(Matt Cardy/ Getty Images) 

 2007年６/７月の降水量（1961年～1990年の平均値との比較） 
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(Met Office) 

B対応策 

1発生直後の緊急対応 

（対応の実施主体と内容） 

 イングランドでは重大な危機管理問題が発生した際に中央政府

と他の機関の連携のために設置される COBRA (Cabinet Office 

Briefing Rooms)が設置され、迅速かつ柔軟な対応にあたった。

危機レベル２の事態であったが、首相が COBRAの議長を務めて

対応した。 

 北アイルランドでは 2007年 6月 14日、洪水被災者への緊急支援

として 500万ポンドを拠出することを政府が発表。 

2被害発生後の中長期対策 

（対策の実施主体と内容） 

【イングランドおよびウェールズ】 

 英国政府はインフラストラクチャー計画委員会の会長であった

マイケル・ピット卿（ユニヴァーシティー・カレッジ・ロンドン

工学部卒。2011 年４月からは計画審査庁長官。）に 2007 年の洪

水の調査を依頼。2008年には通称 Pitt Reviewと呼ばれる大洪水

に関する調査報告書が完成した。その後、ピット卿の提言を実現

する規定が盛り込まれた「洪水および水の管理に関する法律

2010」が 2010年 4月 8日に成立し、現在も同法の実施状況に関

するレビューが定期的に行われている。（同法は、イングランド

およびウェールズにのみ適用） 

 ピット卿の提言に基づき、環境庁および気象庁が共同で、洪水予

報センターを設立。2009 年 4 月 1 日より稼働しており、政府の

洪水・海岸浸食管理戦略の一部となっている。 

【スコットランド】 

 イングランドに比べ被害が少なかったウェールズであるが、2008 

年 2月、ピット卿の調査報告を参考に将来の洪水に備えた政策を

検討する旨発表。2009年 5月 13日に、洪水管理法 2009が成立

した。 

【北アイルランド】 

 欧州洪水指令の国内への導入のため、2009 年に水・環境規則を

制定したが、大きな動きはみあたらない。2012 年 6 月末の洪水
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2.2.16 豪州洪水（2010） 

調査項目 調査内容 

A極端現象による被害状況 

1発生時期 2010年～2011年上旬 

2発生場所 2010年は年間を通じて雨量が多く、多くの洪水が発生した。特に 2010

年 11 月～2011 年 1 月半ばまでの降雨により豪州東部の州（ビクトリ

ア州、クィーンズランド州、ニューサウスウェールズ州、タスマニア

州）で大規模な洪水が起こった。他にも 2010年 2月末～3月頭にかけ

てはオーストラリア中部、クィーンズランドおよびニューサウスウェ

ールズ北部で洪水が発生。また、９月上旬にもビクトリア州北部およ

びニューサウスウェールズ州で洪水が発生した。 

3極端現象の規模  2010 年 12 月～2011 年 1 月にクィーンズランド州で発生した洪

水が最も大規模であった。同州の 78％が災害地域に指定され、ド

イツとフランスを合わせた面積に相当する広大な範囲が洪水の

被害を受けた。 

 ビクトリア州では 2010年 9月～2011年 2月の洪水で同州の面積

の 1/3に当たるおよそ 70の地方自治体が洪水の被害を受けた。 

 ニューサウスウェールズ州政府は、2010 年 11 月および 12 月に

は 64 の自治体、2011 年 1 月には 13 に自治体に対して自然災害

宣言を発令した。 

 全国を通じて雨量が多く（77 の観測所で観測史上最高を記録）、

特にクィーンズランド州では観測史上最も雨量の多い年となっ

た(平均年間降水量 1,109.73mm)。北部特別地域、ニューサウス

ウェールズ、南オーストラリアの各州は観測史上３番目、ビクト

リア州は 5番目に雨量が多かった。 

4再来期間（見積り） 記載なし 

5経済被害額  クィーンズランド州の経済被害およそ 50億ドル 

 ビクトリア州の経済被害およそ 13億ドル 

6 人的被害（死亡/負傷/影響を

受けた人の数） 

 2010年 12月～2011年 1月のクィーンズランドの洪水：死者 33

名、行方不明者 3 名。影響を受けた人数 250 万人。建物 29,000

棟が浸水。 

7波及的な影響 

（影響が及んだ主体と内容） 

 クィーンズランド州の石炭鉱山の洪水により、スイスのエクスト

ラータ社や、英豪系のリオ・ティントの石炭生産に支障が出た。

発電用石炭価格も２年４ヶ月ぶりの高値まで上昇した。 

8図・表・画像等  2010年、クィーンズランド州トゥウンバの洪水の様子 

 
(Photo: Beau Rushton) 
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 2010年 12月 28日までの一週間の降雨量。東部の州、特にクィ

ーンズランドに降雨が集中している。 

 
(Bureau of Meteorology) 

 

B対応策 

1発生直後の緊急対応 

（対応の実施主体と内容） 

 オーストラリア連邦自然災害救済・復旧協定（Natural Disaster 

Relief and Recovery Arrangements）、連邦災害復興給付金

（Australian Government Disaster Recovery Payment）および

災害所得回復補助（Disaster Income Recovery Subsidy）等の各

救済制度のもと被害者を援助。 

2被害発生後の中長期対策 

（対策の実施主体と内容） 

 2012年 12月、豪州政府はオーストラリア地球科学局（Geoscience 

Australia）と協力して洪水情報を提供するNational Flood Risk 

Information Portalを開発すると発表。 

 災害時の公式なコミュニケーション・ツールは ABC Emergencys

だが、洪水時にスマートフォンを利用して Facebook から情報を

得る住民が多かったことから SNSの利用について調査を実施。 

C.日本への影響 

1日本への間接影響（貿易等） 石炭の輸入先はオーストラリアが 62.3％を占めているため、原料炭価

格の上昇の影響を受けた。 

2 同等の災害が東京で発生す

る可能性 

台風等の豪雨により被害の可能性がある。 

D.気候変動との対応 

1 気候変動との関連に関する

政治的発言等 

 米 USA Today 紙は、洪水と気候変動を直接結び付けることはで

きないが、未来への警告を示すものであると報道している。 

 NOAA の Climate Monitoring Branch の責任者である Derek 

Arndt氏が気候変動に起因して頻発するとされる極端現象を研究

するため、オーストラリアの洪水に代表されるような現象を観測

している、と発言したことが報じられている。 

 気候変動はクィーンズランドの洪水の引き金となった降雨の強

度を増大させた可能性が高いとの報道がされている。 

 オーストラリア連邦科学産業研究機構はホームページの Q&A

において、2010/2011の洪水と気候変動の関係に関する問いに対

して以下の通り述べている：一連の洪水は、基本的には非人為的

な気候の変化を反映するものであるが、長期的にみると気候変動

の影響により今回のような現象の規模が大きくなる可能性があ

る。 

2 気候変動との因果関係 記載なし 
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2.2.17 パキスタン水害(2010) 

調査項目 調査内容 

A極端現象による被害状況 

1発生時期 2010年７月 28日～30日および 8月 5日～9日の二回にわたる大雨に

より洪水が発生。 

2発生場所  7月 28～30日のパキスタン北部カイバル・パクトゥンクワ州お

よび隣接するパンジャーブ州北部における最初の大雨により洪

水が発生。続いて 8月 5日～9日の大雨によりインダス川とその

支流に二回目の洪水をもたらし、既に洪水しているパンジャーブ

州、カイバル・パクトゥンクワ州およびシンド州にさらなる被害

をもたらした。 

 カイバル・パクトゥンクワ州、バローチスターン州、パンジャー

ブ州およびシンド州の被害が最も大きかった。 

3極端現象の規模 ７月 28日～29日にかけて、カイバル・パクトゥンクワ州では 400mm

の降雨があり、同州における 7月 29日夜の 250mmの大雨が洪水の原

因となった。 

4再来期間（見積り） 記載なし 

5経済被害額 パキスタン政府による評価：430億米ドル 

世界銀行・アジア開発銀行による評価：97億米ドル（直接・間接損害

を含む） 

6 人的被害（死亡/負傷/影響を

受けた人の数） 

1,961人が死亡、2,020万人が洪水の影響を受けた。 

家屋 190万戸が破壊された。 

 

7波及的な影響 

（影響が及んだ主体と内容） 

記載なし 

8図・表・画像等  2010年 8月 4日、パンジャーブ州Kot Adduの洪水の様子 

 
(Reuters) 

 

 洪水被害を受けた地域 
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World Food Programme 

B対応策 

1発生直後の緊急対応 

（対応の実施主体と内容） 

 2010年 9月頭の連邦洪水委員会会議において、今後同様の規模

の洪水に備えるために洪水管理および防止策を強化すべきこと

を決定：①洪水の予測・警報システム②洪水マネジメントに関す

る問題③水力施設・洪水防止インフラの設計見直し④マッピン

グ・ゾーニングの四つの分野について早急に調査を実施すること

とした。 

 アジア開発銀行および世界銀行に経済支援を要請。世界銀行およ

びアジア開発銀行から提出される予定のDamage & Need 

Assessment Reportに基づいて復興計画を定めることを決定。 

 9月 20日には州政府および連邦政策決定執行機関に対して、バ

ンジャーブ州が採用しているアプローチに基づいて早急に緊急

措置を完了すべきことを命じた。 

2被害発生後の中長期対策 

（対策の実施主体と内容） 

 連邦洪水委員会は、州政府および連邦政策決定執行機関に対し

て、復興における最優先課題を 2011 年 6 月までに終了するため

の中期計画および、2～3 年を目途とした長期対策を立案するよ

う命じた。復興は既存のプロジェクトを土台とし、新たに組織さ

れたNational Disaster Oversight Committeeが監督することに

なった。 

C日本への影響 

1日本への間接影響（貿易等） 日本政府は国連世界食糧計画のパキスタン洪水被災者への支援活動に

対して 600万米ドルを緊急拠出。 

2 同等の災害が東京で発生す

る可能性 

東京においても大規模な洪水が生じる可能性はある。但し、東京のほ

うが水害に対する対応能力が高いため、人的被害の規模は小さいと思

われる。 

D気候変動との対応 

1 気候変動との関連に関する

政治的発言等 

 

 IPCC議長のパチャウリ氏は、一連の現象を人的影響による気候

変動と結び付けることは科学的に正しいことではないが、洪水・

干ばつ・極端な降雨の頻度と強度が世界的に増していることを示

す十分な証拠があることを認めるとしたうえで、「パキスタンで

発生したような洪水が、今後、この地域および世界の他の地域に

おいてより頻繁に且つより強度を増して発生する可能性がある」

と発言したことが報道されている。 

 WMOの気候データ監視責任者のオマー・バドゥール氏が、「個々

の気象現象について人的要因によるとすることは時期尚早であ

る」としつつも、パキスタンの洪水を含む 2010 年の一連の極端

現象について「極端現象は常に発生する。しかし、気候変動が極
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2.2.18 タイ洪水（2011） 

※気候変動との因果関係は薄いという研究結果も発表されている。 

調査項目 調査内容 

A極端現象による被害状況 

1発生時期 2011年 7月 25日～2012年 1月 16日 

2発生場所 2011 年初頭から非常な多雨にみまわれ、3 月のタイ東北部における雨

量は例年の平均値の 344％を記録。北部では 5 月半ば頃から既に鉄砲

水被害が発生していた。そこへ6月24日にベトナムに上陸した台風「ハ

イマー」の影響を受け、北部では鉄砲水と地滑りの被害が発生した。

さらに７月に台風「ノックテン」がベトナムに上陸し、熱帯低気圧と

なって北部ナーン県へ移動、それに伴う豪雨によりタイ北部および東

北部の広い範囲で洪水が発生した。7月 31日には、メーホンソーン、

ナーン、プレー、ウッタラディット、ピサヌローク、ピチット、ノン

カーイ、ルーイ、ウドーンターニー、サコンナコーン、ナコーンパノ

ムの北部・東北部各県で洪水が発生した。北部、東北部の大雨は 8 月

一杯続いた。9月終わりから 10月初めにかけては南西モンスーンおよ

びモンスーントラフの影響ならびに熱帯低気圧「ハイタン」、台風「ネ

サット」、台風「ナルガエ」さらには大潮の影響により大雨と大規模洪

水が発生。被害は北部の南側およびタイ中部に広がった。10月半ば頃

からは降水量はやや減少したが、大潮の影響もあり、北部の南側に広

がっていた洪水の影響がチャオプラヤー川流域を含む中部へと拡大

し、バンコク東部および西部に被害をもたらした。10月半ばには、ピ

サヌローク、スコータイ、ピチット、ナコーンサワン、ロッブリー、

ウタイターニー、アユタヤ、シンブリー、アーントーン、サラブリー、

ナコーンナヨック、プラーチーンブリー、パトゥムターニー、ノンタ

ブリー、ナコーンパトムの各県で洪水が発生。広い範囲での洪水は、

2012年 1月半ばまで継続した。 

3極端現象の規模 タイの 77 の県のうち 65 県が洪水災害地域と宣言され、農地 20,000

平方キロメートルの農地が損害を受けた。チャオプラヤー川流域内 15

カ所における 1982～2011 年の雨期（5 月～10 月）における月毎の流

域平均月降水量をみると、2011年は全ての月で平均値を上回った。雨

期の合計値では、1,440mmと対象期間中最大を記録。平年値に対して

39％増となった。この原因と考えられるのが、流域を襲った 5 つの台

風であり、過去に 5 回以上の台風が上陸したのは、記録が残る中で三

回だけである。7月 20日に北部ノンカーイ県の Amphoe Muangでは

一日の降水量 405.9mmを記録し、これは過去 61年で最多であった。 

4再来期間（見積り） 記載なし 

5経済被害額 1.425 兆バーツ（約 3.7 兆円）、2011 年の実質 GDP 成長率を 1.1％押

し下げるまでの大規模な被害が発生。 

6 人的被害（死亡/負傷/影響を

受けた人の数） 

死者行方不明者 816名、影響を受けた人の数 1,350万人 

7波及的な影響 

（影響が及んだ主体と内容） 

七つの主要工業地帯において最大 3 メートルの浸水が発生したため地

域の自動車生産のサプライチェーンに大打撃を及ぼしたほか、世界的

なHDD不足が発生し、IT業界に大きな影響を与えた。 

8図・表・画像等  2011年 10月 16日のアユタヤ県ロジャナ工業団地のホンダ車工場 
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(AP photo/Sakchai Lalit) 

 

 2011年 12月 28日時点の洪水被害状況 

 
（JETRO） 

 

B.対応策 

1発生直後の緊急対応 

（対応の実施主体と内容） 

 首都バンコクでは 50 地区中 28 地区が浸水し、そのうち 12地区

の全域と 6地区の一部に避難勧告が出された。 

 北から流入する水をせき止めるために、政府は首都北側に 1 個

2.5tの土のうで 12kmの防水堤を築いた。これで都心部の浸水は

避けられる見通しとなったが、防水堤で流れが変わり、他の地域

の浸水がひどくなった。 
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 2011 年 11 月 8 日、インラック首相は、「タイのリハビリテーシ

ョンのための戦略的措置」を発表。戦略的措置として、対策を

「Rescue」、「Restore」、「Rebuild」の三つのフェーズに分けた。

最初の「Rescue」フェーズは、１～２か月の間に実施する緊急措

置をいい、洪水被害対策センターの管轄の下実施（FROC）。イン

ラック首相発表の戦略的措置「Restore」フェーズは、洪水の水

位が下がり始めてから１年間の中期対策。ここには、洪水被災者、

農民、鉱業団地、中小企業の金融支援パッケージ等の救済措置が

含まれる。「Rebuild」フェーズは、長期的対策。「再建・未来開

発のための戦略的委員会」および「水資源管理のための戦略的委

員会」の二つの戦略的委員会を設置し、両者共同で、水、環境、

町、国の管理等、多角的側面から対策を検討していく。 

 2011年 11月、タイ政府は復興手当として 9,000億バーツを支出。 

 財務省は、企業復興のための援助にあてるため、2,500 億バーツ

を確保。 

 3,250 億バーツを被災企業へのローンとして用意。 

2被害発生後の中長期対策 

（対策の実施主体と内容） 

 水管理制度の開発（基本計画の起草、ダム、貯水池、潅漑システ

ムなどの建設。（2012年、ロジャナ工業団地は被害防止のため、

海抜 6 メートルの高さの鉄筋コンクリート製防水壁を周囲 78 キ

ロに張り巡らす工事に着手した。） 

 法制度の改正および見直しを行い、集水区域における建築や、用

水路の埋め立て、森林伐採をより厳しく取り締まる。 

 警告システムの改善。各地域に情報センターを設立し、警告シス

テムと警告システムとを連携させる態勢を整える。 

 水源となる 10 の県における水管理のために予算 492 億バーツを

確保。さらに、天然資源・環境省は、Ping川, Wang川, Yom川 お

よびNan川の源となる地域の森林の復興を計画。 

C.日本への影響 

1日本への間接影響（貿易等） 2004年の調査では 3,100社超の日系企業がタイに進出しているとされ

る中、七つの主要工業団地が浸水の被害を受けたため、日本は世界で

最大の打撃を受けた。 

タイに進出している日本車メーカー８社はそれぞれ大きな影響を受け

たが、このうち直接被災したのはホンダだけ。部品調達の途絶で生産

停止に追い込まれたトヨタ、日産など 7 社は、2011 年 11 月には操業

を再開した。ロジャナ工業団地にある四輪車の完成車工場が冠水した

ホンダは 2011 年 10 月４日に工場の生産を中止して以来、2012 年 3

月 26 日にようやく操業再開。この影響により、2012 年 3 月期の連結

決算で約 1,100億円の営業減益。 

その他にもニコンなどタイに生産工場を有する多数の日系メーカーが

洪水による影響を受けた。 

2 同等の災害が東京で発生す

る可能性 

台風等の豪雨により、被害の出る可能性がある。 

D.気候変動との対応 

1 気候変動との関連に関する

政治的発言等 

 

 The Guardian は、気候変動がどの程度今回の洪水に影響を与え

ているかを測定することは困難であるとしつつも、バンコク知事

の Sukhumbhand Paribatra氏が今回の洪水を受けて「気候変動

によりもたらされる可能性がある問題を厳しく見直す必要があ

り、長期的な視点に立ってどのように対応していくかについて考

えていく必要がある」と発言したことを報道し、両者に関連性が

あることを示唆している。 

 タイ王室灌漑局は、この災害を契機に作成した報告書において、

IPCC がデルタ地帯に位置する都市が気候変動に脆弱であり、よ

り頻繁かつ大規模な洪水被害を受ける可能性があるとの警告を

発している旨言及しており、気候変動と洪水を関連付けて考えて
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2.2.19 中国洪水(2010) 

調査項目 調査内容 

A極端現象による被害状況 

1発生時期 2010年 5月～9月 

2発生場所  2010年 5月から降り続いた大雨は、6月から 7月にかけて中国南

部および中部に洪水・土砂崩れ等による大きな被害をもたらし

た。その後、7 月から 8 月にかけて被害は北部および北東部に拡

大し、洪水・土砂崩れ等の発生は 9月頃まで続いた。 

≪主な被害地域≫ 

 5月：広西チワン族自治区、広東省、江西省（地滑りによる

鉄道脱線事故） 

 6月：貴州省、福建省、湖南省、江西省、雲南省 

 7月：吉林省(化学プラントの洪水により松花江に約 16万キ

ロの爆発性化学物質が流出)、湖北省、陝西省、浙江省、河

南省、青海省、重慶、新疆ウイグル自治区、安徽省 

 8月：甘粛省(8月 8日の土砂崩れで死者 1,471人、行方不明

者 294人)、四川省、遼寧省、山東省 

 9月：海南省 

 中国国内 33の行政区のうち、28の行政区が洪水の被害を受けた。

長江や、淮河、黄河、遼河、松花江、海河など全国の７つの大き

な流域は全て洪水の被害が発生した。 

3極端現象の規模 長江や、淮河、黄河、遼河、松花江、海河など全国の７つの大きな流

域は全て洪水の被害が発生、約４０以上の大きな河が歴史的な大洪水

に見舞われた。中国最長の長江にある三峡ダム、その最長支流の漢江

にある安康ダム、東北部最長の松花江にある白山ダムはいずれも、建

設以来最大の入庫水位を記録。165の都市が浸水、8つの中小規模のダ

ムが崩壊、約 1,000 個のダムが危険な状況に晒され、一部の中小規模

の川では堤防の決壊が発生した。 

4再来期間（見積り） 記載なし 

5経済被害額 3,500億元（約 514億米ドル）。 

農地 1,650万ヘクタールが影響を受けた。 

6 人的被害（死亡/負傷/影響を

受けた人の数） 

2010年 8月末時点で発表された洪水・地滑りによる死者の数は 3,185

人。行方不明者は 1,060人超。1,520万人が避難し、2億 3,000万人が

影響を受けた。 

7波及的な影響 

（影響が及んだ主体と内容） 

記載なし 

8図・表・画像等 【洪水の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2010年 6月、江西省。 Photograph: Zhou Mi / AP） 
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【2010年 6月 15日から 21までの降水量】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NASA Earth Observatory image by Jesse Allen 

B対応策 

1発生直後の緊急対応 

（対応の実施主体と内容） 

財務部(Ministry of Finance)および民政部（Ministry of Civil Affairs）

は、最も被害が大きかった八つの省（遼寧省、吉林省、山東省、河南

省、四川省、雲南省、陝西省、甘粛省）に対して 20億元を割り当て。 

2被害発生後の中長期対策 

（対策の実施主体と内容） 

2010 年 11 月、中国政府は 1,836 の県級行政区を対象としてすすめら

れる、山間部における集中豪雨に対処するための非構造物に関する洪

水対策を三年以内に完了すると発表。翌 2011年 7月、中国国家治水旱

魃救援本部は山間部における集中豪雨対策として 38 億元（5 億 8,460

万米ドル）の財源を確保したと発表。洪水予測・警報・緊急対応シス

テムの強化に充てるとされている。 

C日本への影響 

1日本への間接影響（貿易等） 中国への（からの）郵便物送達に遅延。 

2 同等の災害が東京で発生す

る可能性 

東京においても大規模な洪水が生じる可能性はある。但し、東京のほ

うが水害に対する対応能力が高いため、人的被害の規模は小さいと思

われる。 

D気候変動との対応 

1 気候変動との関連に関する

政治的発言等 

 

 WMOの気候データ監視責任者のオマー・バドゥール氏が、「個々

の気象現象について人的要因によるものとすることは時期尚早

である」としつつも、中国の洪水を含む 2010 年の一連の極端現

象について「極端現象は常に発生する。しかし、気候変動が極端

現象の強度をより深刻なものとしているようにみえる」と発言し

たことが報じられている。 

 （前項と同じ記事で）WMOの気候データ監視責任者オマー・バ

ドゥール氏の発言が、特定の気象現象と気候変動の因果関係を否

定しつつも、極端現象に関する予測との整合性を示唆するもので

あると報道されている。  

 気象専門家および中国当局は、異例の大雨の原因は異常気象と地

球温暖化にあるとしていると報道されている。 

 NBC は、科学者は個々の現象と気候変動の因果関係を認めたが

らないが、2010 年に発生した一連の現象はまさに気候変動の影

響として予測されている事象を反映するものであると報道して

おり、かかる予測と整合する例として中国の洪水を挙げている 

2 気候変動との因果関係 記載なし 
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2.2.20 カナダ松くい虫被害(2006～) 

調査項目 調査内容 

A極端現象による被害状況 

1発生時期 1990 年代前半頃よりブリティッシュコロンビア州で問題となり始め

た。2006年の大量発生後、被害が徐々に東に向かって拡大。 

2発生場所 1990 年代にブリティッシュコロンビア州で問題となりはじめた松く

い虫は、2006年に同州で大量発生。被害は東へ拡大し、現在では生息

域を大きく広げ、ブルティッシュコロンビア州北部およびアルバータ

州中北部の北方林にも被害が発生している。 

3極端現象の規模  2012 年現在、ブリティッシュコロンビア州内陸の松林の 60％が

松くい虫の被害を受けている。2013 年までに同州の松の成木の

80％が枯死すると予測されている。 

 松くい虫に浸食された植物はスモッグを構成する微粒子の元と

なる揮発性有機化合物を健康な木の 21 倍放出するという研究が

発表された。 

4再来期間（見積り） 30～40年 

5経済被害額 松くい虫被害により枯死した松は、ブリティッシュコロンビア州の年

間 GDPにおよそ 60億ドルの影響を与えたと推定されている。 

6 人的被害（死亡/負傷/影響を

受けた人の数） 

記載なし（直接の人的被害は無いと思われる） 

7波及的な影響 

（影響が及んだ主体と内容） 

 枯死した立木は伐採されて製材所に運ばれるが、枯死した松は極

度の乾燥状態にあり、場内の空中に漂うおがくずへの引火が原因

となり爆発的な火災が起こったとみられる事故が 2012 年に二件

発生し、４人の死者が出た。 

 枯死後の腐敗・分解により CO2を放出するため、森林が CO2吸

収源から排出源へ転換してしまう。 

8図・表・画像等  松くい虫の被害を受けた森林の様子 

 
（ブリティッシュコロンビア州の森林） 

 

 松くい虫の移動の様子 
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B対応策 

1発生直後の緊急対応 

（対応の実施主体と内容） 

≪カナダ政府≫ 

松くい虫の被害を最小限に食い止め、適応策を模索するためのプログ

ラムである Federal Response to Mountain Pine Beetle (FR-MPB)を

実施し、ブリティッシュコロンビア州に 1億ドルを出資（３年計画）。 

≪ブリティッシュコロンビア州≫ 

政府からの出資金に加え、松くい虫対策のために 2006年から３年間で

1 億 100 万ドルの予算を確保。緊急対応策：情報収集、松くい虫対策

に取り組む団体への支援、松くい虫被害地域への経済支援、林業の維

持、自然資源を活かした他の事業の開発、ファーストネーションと呼

ばれる少数民族と協力したうえでの木材以外の林産物の開発など。 

≪アルバータ州≫ 

生息域を最小限に食い止めて東への拡大を防ぐために、州を三つの管

理ゾーンに分割して、レベルに応じた対策を講じている。 

2被害発生後の中長期対策 

（対策の実施主体と内容） 

≪ブリティッシュコロンビア州≫ 

火災予防・生息域拡大防止・地域支援・研究開発・森林管理・生態系

回復などの領域ごとに対策を講じている。これらの計画の策定にあた

っては、ファーストネーションの助言を積極的に取り入れる姿勢を示

している。 

≪アルバータ州≫ 

松くい虫がつきやすい樹齢 80年以上の老木の割合を減らし、様々な樹

齢の木が混在する森を形成するためのHealthy Pine Strategyを実施。

2026 年までに松くい虫がつきやすい老木を 75％削減することを目標

としている。 

C日本への影響 

1日本への間接影響（貿易等） 記載なし 

2 同等の災害が東京で発生す

る可能性 

東京都内の森林の面積は多くないが、日本全体では温暖化により松枯

れのリスクが高まると予測されている。 

D気候変動との対応 

1 気候変動との関連に関する

政治的発言等 

 

政府は、松くい虫の大規模被害は、過去の管理慣行と気候温暖化の両

方に関連するものとしており、温暖化が継続すれば、松くい虫の生息

域もさらに北へ、東へと拡大すると予測している。 
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http://www.nrcan.gc.ca/earth-sciences/climate-change/community-adaptation/823
http://www.fs.fed.us/wwetac/projects/bentz2.html
http://www.ipcc.ch/pdf/assessment-report/ar4/wg2/ar4-wg2-chapter14.pdf
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2.2.21 豪州におけるサンゴ礁の破壊 (～現在) 

※グレートバリアリーフの他、西オーストラリア州沖に位置するニンガルーリーフ等、豪州の他のサンゴ

礁においても破壊は問題となっているが、最も深刻な被害が発生し且つ大規模な取り組みがなされている

グレートバリアリーフに関しての情報を収集した。 

調査項目 調査内容 

A極端現象による被害状況 

1発生時期 ～現在。 

1979年以後、8回の大規模な白化現象がグレートバリアリーフで発生

した。中でも最も深刻な白化現象は、1997-1998 年および 2001-2002

年に起こり、グレートバリアリーフ海洋公園のサンゴの 50％が影響を

受けた。また、2009 年および 2011 年には、熱帯低気圧ハミッシュお

よび熱帯低気圧ヤシによりそれぞれ深刻な被害が発生した。 

2発生場所 豪州東部クィーンズランド州沖のグレートバリアリーフの破壊の状況

が最も深刻である。 

3極端現象の規模 過去 27年の間にグレートバリアリーフの半分（50.7％）が失われた。

現在の状況が継続すれば、2022年までにさらに半減する可能性がある

と予測されている。 

4再来期間（見積り） 記載なし 

5経済被害額 記載なし 

6 人的被害（死亡/負傷/影響を

受けた人の数） 

記載なし 

7波及的な影響 

（影響が及んだ主体と内容） 

記載なし 

8図・表・画像等 
  
【サンゴ礁の白化現象】 

 
海水温上昇によりサンゴと共生する褐虫藻（Zooxanthella）が減少し、

白化現象が起こる。この状態が長時間続くとサンゴは死滅する。 

 

【サンゴ礁の白化の危機にさらされている地域】 
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※赤で示された地域が白化現象多発地域 

REEFBASE, http://reefgis.reefbase.org 

B対応策 

1発生直後の緊急対応 

（対応の実施主体と内容） 

2002年に起きた大規模な白化現象を受け、グレートバリアリーフ海洋

公園局の気候変動グループは、2002年に白化現象対応計画を作成。白

化現象対応計画は、①早期警告システム②事態への対応③管理活動④

コミュニケーション戦略の四つを軸とする。 

2被害発生後の中長期対策 

（対策の実施主体と内容） 

Marine and Tropical Sciences Research Facility の研究およびグレ

ートバリアリーフ海洋公園局による管理など、従来からの取り組みに

加えて、グレートバリアリーフ気候変動アクションプラン（2007～

2012年）を実施。この五か年計画のために、豪政府は 900万ドルを確

保した。 

C日本への影響 

1日本への間接影響（貿易等） 記載なし 

2 同等の災害が東京で発生す

る可能性 

小笠原諸島など、東京都島嶼部においてはサンゴが生息しており、温

暖化による白化の被害を受ける可能性がある。 

D気候変動との対応 

1 気候変動との関連に関する

政治的発言等 

 政府は気候変動をグレートバリアリーフ破壊の最大の問題とと

らえており、気候変動とサンゴ礁破壊の因果関係を前提としたう

えで問題に取り組む姿勢を示している。 

 ABC ニュースはグレートバリアリーフと温暖化をテーマとした

番組で、複数の有識者の見解を紹介。インタビューの中で CSIRO

の Alistair Hobday氏はサンゴの白化現象と気候変動の直接の因

果関係を認めることはできないが、このような現象は今後増えて

いくだろうと発言している。 

 他方で、気候変動だけではなく、水質の劣化や魚の乱獲などもサ

ンゴ礁破壊の要因としてあげている。 

2 気候変動との因果関係  IPCC 第 4 次評価報告書では、気候変動と関連する変化としてグ

レートバリアリーフにおける白化現象を挙げている。 

3 地域または国の気候変動適

応策に与えた影響 

過去 5 年の間にサンゴ礁管理における適応策は大きく進化した。国内

においては、2007－2012 年の最初のアクションプランに基づき、現

地・地域・国際レベルで気候変動に取組んでいる団体と協力して活動

した。さらに国際的には、米国のNOAAと連携し、サンゴの白化を予

測するためのツールを開発した他、コーラルトライアングルとの連携、

UNEP、UNESCO、IUCNとも協力関係を強化し、生態系を基礎とし
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た適応策を目指している。現在、サンゴ礁管理者の能力向上、グレー

トバリアリーフに関わる産業・コミュニティの適応を支援など、六つ
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http://www.gbrmpa.gov.au/__data/assets/pdf_file/0020/4493/climate-change-action-plan-2007-2012.pdf
http://www.gbrmpa.gov.au/__data/assets/pdf_file/0020/4493/climate-change-action-plan-2007-2012.pdf
http://www.ipcc.ch/pdf/assessment-report/ar4/wg2/ar4-wg2-chapter11.pdf
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http://www.gbrmpa.gov.au/outlook-for-the-reef/climate-change/marine-park-management/climate-change-action-plan
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2.2.22 動物の生息地域のシフト 

調査項目 調査内容 

A極端現象による被害状況 

1発生時期 ~現在 

2発生場所 米国カリフォルニア州ヨセミテ国立公園 

3極端現象の規模 生物学者 Joseph Grinnell がカリフォルニア大学バークレー校脊椎動

物博物館の同僚と共に 1911～1920 年にかけて実施したヨセミテ国立

公園に生息する動物の調査を基礎として、カリフォルニア大学バーク

レー校の生物学者が陸生脊椎動物の再調査を 2003～2006 年にかけて

実施した。その結果、十分なデータが入手可能であった脊椎動物 30種

類のうち、14 種類については生息域に変化がみられなかったが、6 種

類について生息域の拡大が、10種類について生息域の縮小がみられた。

もっとも典型的な変化の事例においては、低地に生息していた種がよ

り高地まで生息域を広げ、高地に生息していた種がさらに高地へと移

動したことが観測された。高地へと移動した小哺乳類は、平均して 500

メートルほど高地へ移動していた。特にタカネシマリスの生息域シフ

トは顕著で、Grinnellの時代には標高 8,600フィートで観測されたが、

今回の調査では 10,500フィート地点以下では観測されなかった。 

4再来期間（見積り） 記載なし 

5経済被害額 記載なし 

6 人的被害（死亡/負傷/影響を

受けた人の数） 

記載なし 

7波及的な影響 

（影響が及んだ主体と内容） 

記載なし 

8図・表・画像等  生息域が縮小しているとされるアメリカナキウサギ (American 

Pika)。気温変化に脆弱であるとされるが、平均最高気温に変化

がないにもかかわらず、生息域が縮小しているため調査が必要と

されている。 

 
(U.S. Geological Survey via AP) 

 

 タカネシマリス(Tamias alpinus)生息域の空間予測。生息地の減

少および分断化がみられる。 
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(University of California Berkeley) 

B対応策 

1発生直後の緊急対応 

（対応の実施主体と内容） 

国立公園は、生息域を大幅に操作しなければ、従来通りの生息域が維

持されるという前提のうえに成り立ってきた。しかし、それが覆され

る研究結果が出たため、公園管理者は、気候変動に脆弱な種をどのよ

うに保護し、生物多様性の保全を行っていくか現在思案している。 

2被害発生後の中長期対策 

（対策の実施主体と内容） 

米国の国立公園局は、アメリカナキウサギの気候変動に対する脆弱性

の研究を行うプロジェクトを実施している。 

C日本への影響 

1日本への間接影響（貿易等） 記載なし 

2 同等の災害が東京で発生す

る可能性 

日本国内では、ブナの生息適地や、リンゴの栽培適地が変化したとの

研究報告がすでに出されている。今後、関東圏でも農作物（麦類、ね

ぎ、ブロッコリー等）の生育等に影響が及ぶ可能性がある。 

D気候変動との対応 

1 気候変動との関連に関する

政治的発言等 

 

 動植物が予測の３倍の早さで気候変動に反応し、高所へと移動し

ていると報道されている。 

 報道では、気候変動によりどのような影響があるかの一事例とし

て、カリフォルニア大学の研究による動物生息地域シフトの記事

を紹介している。 



147 

参考文献 

 “Yosemite Researchers Get Rare Glimpse at Habitat Shifts Over 100 Years” (May 12, 2011/ The 

New York Times) 

http://www.nytimes.com/gwire/2011/05/12/12greenwire-yosemite-researchers-get-rare-glimpse-at

-habit-83583.html (A-1, A-2, A-3, B-1, B-2, D-2) 

 “Does rabbit relative need help in warmer West? American pika could be reviewed for inclusion as 

endangered species” 

http://www.nbcnews.com/id/30072302/#.USs2Ch2mFjc (A-8) 

 “Final Report:  A Re-survey of the Historic Grinnell-Storer Vertebrate Transect in Yosemite 

National Park, California” (June 2007/ University of California Berkeley) 

http://mvz.berkeley.edu/Grinnell/pdf/2007_Yosemite_report.pdf (A-8) 

 “New Homes on the Range:  Species Shift Across Yosemite” (Oct. 10, 2008/ Scientific American) 

http://www.scientificamerican.com/article.cfm?id=species-shift-across-yellowstone (A-8) 

 “Pikas in Peril” (Jan. 17, 2013/ National Park Service) 

http://science.nature.nps.gov/im/units/ucbn/monitor/pika/pika_peril/index.cfm (B-2, D-3) 

 “Wildlife responds fast to climate change” (Aug. 18, 2011/ Mother Nature Network) 

http://www.mnn.com/earth-matters/animals/stories/wildlife-responds-fast-to-climate-change 

(D-1) 

 IPCC AR4 WG2 

http://www.ipcc.ch/publications_and_data/ar4/wg2/en/ch1s1-3-5-2.html（D-2） 

2 気候変動との因果関係  ヨセミテ国立公園および研究に携わったカリフォルニア大学の

生物学者は、動物の生息地域のシフトに気候変動が影響している

と疑われるとしつつも、どのように影響しているかについての結

論を導くためにはさらなる調査が必要であるとしている。 

3 地域または国の気候変動適

応策に与えた影響 

 最も高水準の保護策が適用されている国立公園内においてさえ、
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2.2.23 米国干ばつ(2012) 

調査項目 調査内容 

A極端現象による被害状況 

1発生時期 2012年春頃から発生し、6月から 7月にかけて深刻さを増した。 

2発生場所 アメリカ中西部を中心に発生（ネブラスカ州、サウスダコタ州、カン

ザス州などが特に酷く、最も深刻な干ばつである D4 に指定されてい

る）。 

3極端現象の規模  2012 年 8 月末時点で、パーマー干ばつ指数によると国土の 39％

が強い干ばつまたは深刻な干ばつに陥っており、干ばつ面積は国

土のおよそ 55％に及ぶ。 

 2012 年 6 月は過去 118 年で三番目に乾燥した６月となり、米国

は 1950 年代以来最も厳しい干ばつにみまわれているとされてい

る。さらに干ばつに陥っている地域の総面積は 1956 年以来最大

であることが報じられている。 

4再来期間（見積り） 少なくとも 25年に一度 

5経済被害額 6 月、米政府は乾燥した天候の影響で最終的に農産物に 780 億ドルの

被害が出た 1988 年に匹敵する状況となる可能性があるとの見方を示

した。  

6 人的被害（死亡/負傷/影響を

受けた人の数） 

記載なし 

7波及的な影響 

（影響が及んだ主体と内容） 

 8月 12日、コネチカット州のミルストン原子力発電所で冷却水と

して利用してきたロングアイランド湾の海水温度が上がりすぎ

たため、原子炉 2基のうち１基を停止。 

 トウモロコシの価格高騰により、エタノール生産のためのトウモ

ロコシ使用に批判が集中。 

8図・表・画像等  干ばつの様子 

 イリノイ州アシュレーの干上がった沼 （2012年７月 16日） 

 
 干ばつ拡大の様子 

2011年の南部の干ばつが解消する一方で中西部の干ばつが拡大 

≪2012年１月３日≫ 
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≪2012年 12月４日≫ 

 
B対応策 

1発生直後の緊急対応 

（対応の実施主体と内容） 

 2012年 8月、農務省は全米の郡のおよそ半数にあたる 1452郡を

災害指定地域に指定。畜産業者および農家への支援策として、干

し草などの飼料が不足している畜産業者向けに保留地域である

380 万エーカーの牧草地を緊急開放する他、保険会社の同意のも

と農家の作物保険料支払い期限を無利子で 30 日間延期する措置

をとった。 

 オバマ大統領は、干ばつ被害支援として、肉・魚を最大 1.7億ド

ル買い取る緊急支援計画を発表した。 

2被害発生後の中長期対策 

（対策の実施主体と内容） 

 農務省（USDA）は、商務省、連邦小企業庁、連邦緊急事態管理

庁（FEMA）と協力し、大学、企業、地方自治体とも意見交換が

可能な場を設けるとし、専門家と地域のコミュニティとで協力し

てインフラから経済支援まで幅広い問題について話し合いをす

すめ、有効な長期政策を立案していくという方針を示した。 

C日本への影響 

1日本への間接影響（貿易等） これまでは飼料用トウモロコシはほぼ全量米国産に依存していたが、

干ばつに伴う在庫不足と価格高騰から緊急回避策としてブラジル産に

シフトした。 

2 同等の災害が東京で発生す

る可能性 

渇水の発生可能性については、【オーストラリア干ばつ】と同様。 

主要作物の不作という意味では、日本における過去のコメの不作は冷

夏が原因であることが多く、干ばつによる不作の可能性は高くないと

思われる。 

D気候変動との対応 
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1 気候変動との関連に関する

政治的発言等 

 

 米航空宇宙局（NASA）ゴダード宇宙科学研究所所長のジェーム

ズ・ハンセン博士が干ばつと気候変動の因果関係を主張。 

2 気候変動との因果関係 記載なし 

3 地域または国の気候変動適

応策に与えた影響 

 米国民も気候変動の問題を無視することができなくなってきて

いると報道されている。 
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2.2.24 米国干ばつ(2011) 

調査項目 調査内容 

A極端現象による被害状況 

1発生時期 2010年秋頃から発生。2011年春先に多少降雨があったものの、6月以

降ほとんど降雨がなく、夏にかけて深刻さを増した。8 月半ばの暴風

雨も干ばつを解消するまでには至らず、干ばつは秋まで継続。その後

11月頃から徐々に降雨量が増え、状況は快方へと向かった。 

2発生場所 米国南部平原を中心に発生。テキサス州およびオクラホマ州において

歴史上最も酷い干ばつを記録した他(テキサス州では 1895 年の観測開

始以来最も酷い干ばつを記録。６月～８月のテキサス州の猛暑は米国

史上最高を記録)、アリゾナ州、ニューメキシコ州、ルイジアナ州、ア

ラバマ州、ジョージア州にも深刻な広がりをみせた。 

3極端現象の規模 2011年 8月末のパーマー干ばつ指数（長期的な気象学的旱魃および湿

潤状態を示す）によると国土の 26％が強い干ばつまたは深刻な干ばつ

に陥っており、干ばつ面積は国土のおよそ 31％におよんだ。テキサス

州、ニューメキシコ州、ルイジアナ州、ジョージア州において過去の

干ばつの記録を更新。 

4再来期間（見積り） 記載なし 

5経済被害額  2011 年 8 月 15 日時点での農業および畜産業における直接損害

は、50 億ドル以上とされる（この他、テキサス州の損害額を 76

億ドルと修正する 2012年 3月のTexas A&M AgriLife Extension 

Serviceの調べもある）。テキサス州およびオクラホマ州ではそれ

ぞれ 75％および 63％の牧場・牧草地が「極めて乏しい(Very 

Poor)」状態であると分類された。また、干ばつに起因する火災

により 2,000戸が被害を受け、およそ百万ドルの損害が発生した。 

 2011年 11月現在の南部の経済被害総額は 100億ドルと見積もら

れている。 

6 人的被害（死亡/負傷/影響を

受けた人の数） 

2011年の猛暑による死者は 206人 

7波及的な影響 

（影響が及んだ主体と内容） 

 猛暑によるハイウェイや一般道の温度上昇により道路が湾曲す

る事態が相次いだ。 

 水を大量に使用する火力・原子力発電所に対する抗議の機運が高

まっている。 

 カリフォルニア州、カンザス州、オクラホマ州、テキサス州、イ

ンディアナ州、ケンタッキー州、ニューヨーク州で猛暑による水

道管破裂続発。干ばつにより土壌水分が失われる一方で水道使用

量増加により水圧が上昇したため破裂が多発した模様。7 月だけ

で例年の４倍の 685件の破裂がおこった。 

8図・表・画像等  干ばつの様子 

2011年８月３日のテキサス州サンアンジェロの O.C.フィッシャー湖 
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(Tony Gutierrez/AP) 

 

 干ばつが原因となったテキサス州ストラーンにおける火災 

（2011年 4月 19日） 

 
（Tom Pennington/Getty Images） 

 

 干ばつ拡大の様子 

2011年年明けから干ばつが徐々に広がり、６月にはテキサス州の

ほぼ全域が極度の干ばつ状態に陥る 

 

≪2011年１月４日≫              ≪2011年６月 21日≫ 

      
Drought Monitor Archives (Jan. 4, 2011 and June 21, 2011) 

 

B対応策 

1発生直後の緊急対応 

（対応の実施主体と内容） 

 2011年 6月 27日、農務省はテキサス州の 213の郡を災害指定地

に指定。その他、アーカンソー州、ルイジアナ州、ニューメキシ

コ州、オクラホマ州の一部の郡も災害指定地に指定した。その他、

補完的収入支援プログラム（SURE)、緊急保全プログラム（ECP)、

連邦作物保険、非保険作物支援事業等の各制度により対応。 

 オバマ大統領は、2011 年４月 6 日から 5 月３日にかけておこっ

た干ばつと熱波に起因するテキサス州の火災について、大規模災

害を宣言。これにより地方自治体は、復興にあたり、連邦政府の

経済的支援を受けることができるようになった。 

2被害発生後の中長期対策 

（対策の実施主体と内容） 

 水不足の深刻化から、テキサス州のコロラドリバー水道区で下水

再生水を飲料水として利用する計画を発表。設備の総工費は

1,300万ドル。 

C日本への影響 

1日本への間接影響（貿易等） 記載なし 

2 同等の災害が東京で発生す

る可能性 

米国干ばつ(2012)と同様 
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D気候変動との対応 

1気候変動との因果関係（報道

や科学的研究） 

 NOAA の National Climatic Data Center の研究者である

Thomas C. Peterson氏を含む複数の研究者が気候変動と2011年

テキサス州の干ばつの関係についての研究を発表。1960 年代と

比べ 2008年にはラニーニャ現象発生時に猛暑となる可能性が 20

倍に拡大していたと指摘。「猛暑および干ばつのリスクを証明す

る証拠を提示することが可能である一方、2011年のテキサスの干

ばつが『極めて稀な事態である』と言うことはできない」と結論

づけている。 

2 気候変動との因果関係 記載なし 

3 地域または国の気候変動適

応策に与えた影響 

 2011 年 7 月、ワシントン DC において世界気象機関、米国農務

省、ネブラスカ大学、ジョージ・メイソン大学が主催する、干ば

つ政策に関する専門家委員会が開催され、その中で干ばつ政策の

見直しの必要性、気候変動適応に関する研究の重要性が見直され

た。 
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2.2.25 農業適地の北方へのシフト（～現在） 

調査項目 調査内容 

A極端現象による被害状況 

1発生時期 ～現在 

2発生場所 グリーンランド 

3極端現象の規模  農業シーズンは 10 年前と比較して三週間長い 5 月半ば～9 月半

ばとなった。じゃがいものみならず、ブロッコリーやカリフラワ

ーなどの農作物の生産も可能となってきている。 

 2012年 7月、NASAはグリーンランドの氷床表面が 30年以上に

わたる衛生の観測で確認されたことがない規模で融解したと発

表した(A-8, D-1に詳細)。 

4再来期間（見積り） 該当なし 

5経済被害額 該当なし 

6 人的被害（死亡/負傷/影響を

受けた人の数） 

該当なし 

7波及的な影響 

（影響が及んだ主体と内容） 

 グリーンランド南部は農業開発の可能性が開けるという恩恵を

受けている反面、北西部カーナークの先住民族であるイヌイット

にとっては伝統的な狩猟が困難となっている。 

8図・表・画像等  グリーンランドのジャガイモ農家（2006年） 

 
(Gerald Traufetter/DER SPIEGEL) 

 

 グリーンランドの氷床面積の変遷。ピンクで示された場所は夏に

内陸氷が解ける地域。 
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（DER SPIEGEL） 

 

 NASAが観測した 2012年 7月 8日（左）および 12日（右）の

グリーンランドの氷床表面の融解域を示した地図。8日には氷床

表面の 40％が融解していたが、4日後の 12日には 97％に急拡大

した。(この地図をめぐる議論についてはD-1において詳述) 

 
(NASA) 

B.対応策 

1発生直後の緊急対応 

（対応の実施主体と内容） 

 グリーンランド政府は農業に注目し、開発プログラムを開始して

いる。Qaqoortoqの農業指導局は生産に適した品種を探すための

研究活動に力を入れている。 

2被害発生後の中長期対策 

（対策の実施主体と内容） 

 2012 年 11 月の中国訪問の際 Kuupik Kleist グリーンランド自

治政府首相は、鉱物資源開発のみならず、農業分野においても海

外企業と共同で開発していくことを望んでいると新華社通信の

インタビューに答えたことが報じられている。 

 2013年の年頭挨拶において Kuupik Kleist首相は、今までは漁

業改革に力を入れてきたが、将来を視野に入れた農業改革に着手

すべき時が来たと宣言している。 
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-farmers-a-434356.html (A-8, B-1) 
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C.日本への影響 

1日本への間接影響（貿易等） 記載なし 

2 同等の災害が東京で発生す

る可能性 

作物の栽培適地が変化する可能性はある。 

D.気候変動との対応 

1 気候変動との関連に関する

政治的発言等 

 NASA が発表した氷床表面の融解域を示した地図は衛星が捉え

た融解発生地域を赤色で示しており、氷床全てが失われたかに見

えるセンセーショナルなものであったため、多くの報道機関がこ

れを取り上げた。ほとんどの報道機関（BBC、Reuter、New York 

Time、The Guardian、National Geographic等）は、気候変動

との直接の因果関係があると言い切れないとしつつも、人為的影

響による気候変動に起因する現象なのではないかと示唆してい

る。Washington Postは、気候変動との因果関係を認める見解と

認めない見解、両方の有識者の意見を掲載する他、NASAの発表

の仕方に対する賛否両論を紹介している。 
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http://www.nytimes.com/2007/10/28/world/europe/28greenland.html?pagewanted=all&_r=0&gwh=93D1EC84D5F425FF6140386152EBAE93
http://www.nytimes.com/2007/10/28/world/europe/28greenland.html?pagewanted=all&_r=0&gwh=93D1EC84D5F425FF6140386152EBAE93
http://www.scotsman.com/news/international/greenland-s-broccoli-is-bad-for-our-health-1-1427183
http://www.scotsman.com/news/international/greenland-s-broccoli-is-bad-for-our-health-1-1427183
http://www.nasa.gov/topics/earth/features/greenland-melt.html
http://www.guardian.co.uk/world/2010/oct/03/last-of-the-arctic-hunters
http://www.spiegel.de/international/spiegel/arctic-harvest-global-warming-a-boon-for-greenland-s-farmers-a-434356.html
http://www.spiegel.de/international/spiegel/arctic-harvest-global-warming-a-boon-for-greenland-s-farmers-a-434356.html
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http://cphpost.dk/news/international/greenland-warm-china%E2%80%99s-involvement-arctic
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2.2.26 欧州熱波、渇水（2003） 

調査項目 調査内容 

A極端現象による被害状況 

1発生時期 2003年 6月~8月 

2発生場所 【熱波】 

 ヨーロッパ南部および中部のほとんどの地域において夏の気温

が 3~5度上昇。特にフランス、ベルギー、チェコ、ドイツ、イタ

リア、ポルトガル、スペイン、スイス、オランダ、イギリスの各

国で被害が発生。 

【渇水】 

 ヨーロッパ西部および中部のほとんどの地域（オーストリア、ベ

ルギー、ブルガリア、チェコ、デンマーク、フランス、ドイツ、

ギリシャ、ハンガリー、イタリア、オランダ、ノルウェー、ポー

ランド、ポルトガル、ルーマニア、スイス、スペイン、イギリス

およびバルカン半島西側） 

3極端現象の規模 【熱波】 

 過去 500年で最も過酷な熱波。森林火災も多発し、ポルトガルで

は 390,000ヘクタール、スペインでは 125,000ヘクタールが焼失。 

【渇水】 

 ドイツではライン川が過去最低の水位を記録（38 センチ）。事故

が多発した。８～９月のエルベ川の日平均流量は観測史上二番目

に少ない量を記録。セルビアのダヌー川の水位は過去 100年間で

最低を記録。 

 ライン川、エルベ川、オデル川、ダヌーブ川、ポー川など複数の

河川の水位が低下、水運停止もしくは運行困難な状況が発生。 

4再来期間（見積り） 記載なし 

5経済被害額 【熱波】 

EU全体での農業セクターの損害は、130億ユーロ（EU諸国のうちで

はフランスの損害が最も大きく 40億ユーロ）。 

ポルトガルの火災による被害総額は 16億ドル。 

【渇水】 

EU 全体での損害額 116 億ユーロ未満と推定。農業、特に飼料の生産

が大きな打撃を受け、ドイツ・オーストリア・スペインで 30％、イタ

リアで 40％、フランスで 60％の赤字となった。作物の収穫への打撃に

よる損失は、オーストリアで1億9,700万ユーロ、スペインが8億1,000

万ユーロ、ドイツが 15億ユーロ、フランスが 40 億ユーロ、イタリア

が 40～50億ユーロと推定されている。 

6 人的被害（死亡/負傷/影響を

受けた人の数） 

国連国際防災戦略事務局（UNISDR）によると 2003 年夏の熱波によ

る欧州（フランス、ベルギー、チェコ、ドイツ、イタリア、ポルトガ

ル、スペイン、スイス、オランダ、イギリス、ラトビア）の超過死亡

はおよそ 46,730 人。特に死亡者が多かったのはイタリアの 20.000 人

およびフランスの 14,947人（他は、ドイツ 5,250人、イギリス 2,045

人、ポルトガル 2,007 人、オランダ 1,200 人、スイス 975 人、ベルギ

ー150人、スペイン 141人、ラトビア 15人）。 

7波及的な影響 

（影響が及んだ主体と内容） 

 冷却水の不足によりドイツではObrigheim原子力発電所が閉鎖。

フランスでは、17基の原子炉が停止もしくは出力制限の対象とな

った。フランスは、エネルギー不足を補うため、フランス電力

（EDF）は海外から電力を調達し 3億ドルの出費となった。この

ようなフランスの動きは、イギリスなど他国にも影響を及ぼし、

極端な価格変動を引き起こした。 
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 2003 年の欧州熱波と気候変動の影響を関連づける様々なデータ

や研究が各地における訴訟において原告の損害と人的影響の因

果関係を証明するための論拠として用いられている。 

8図・表・画像等  2003年７月の欧州の熱波の状況。2001年の同月と比較し、気温

が摂氏10度以上高くなっている地域が濃い赤色で示されている。 

 
（NASA Earth Observatory） 

 

 川底が露出したライン川（デュッセルドルフ） 

 
（AP） 

B対応策 

1発生直後の緊急対応 

（対応の実施主体と内容） 

【熱波】 

 フランスは事態への対処のために EUへ支援を要請。 

 英国では気温 30 度超の日に電車の走行速度を規制（線路歪曲に

よる事故防止のため） 

【渇水】 

 2003 年 10 月 17 日、オーストリアの飼料農家援助のため EC は
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 IPCC AR4 WG2 

http://www.ipcc.ch/publications_and_data/ar4/wg2/en/contents.html (A-1, A-5, A-6, B-2, D-1, D-2, 

D-3) 

 “Gap Analysis of the Water Scarcity and Droughts Policy in the EU” (Aug. 2012/ European 

Commission) 

http://ec.europa.eu/environment/water/quantity/pdf/WSDGapAnalysis.pdf (A-2, A-5) 

 “Climate Change Blamed for Shrinking Elbe” (Jan. 21, 2006/ The Independent) 

http://www.independent.co.uk/news/world/europe/climate-change-blamed-for-shrinking-elbe-5238

98.html (A-3) 

 “The 2003 European summer heatwaves and drought – synoptic diagnosis and impacts” (Aug. 

2004 / Royal Meteorological Society) 

http://onlinelibrary.wiley.com/doi/10.1256/wea.73.04/abstract (A-3) 

 “Low Rhine waters Leave Ships Stranded” (Oct. 4, 2003/ Deutsche welle) 

国家補助を認めた（N398/2003） 

 2003年 11月 11日、ECは同年夏の干ばつにより被害を受けたド

イツの農業・養殖業従事者を支援するため 9,000万ユーロの国家

補助をドイツに認めた（N436/2003）。 

2被害発生後の中長期対策 

（対策の実施主体と内容） 

【熱波】 

 フランス、スペイン、ポルトガル、イタリア、イギリスおよびハ

ンガリーなど数カ国で、国民の健康を見守るための新たな警報シ

ステムを導入。特にフランスでは国および地方公共団体とで連携

した大規模な熱波対策（Plan Canicule）を実施。厳重な見守り

体制を築いた結果、2006 年の猛暑到来時には退職した医師 380

人が健康チェックにまわり事態に対応することが可能であった

ことが報道されている。 

【渇水】 

 2003年 11月、イタリアで開催された EUのWater Directorsに

よる非公式の会議において渇水問題についてのイニシアチブを

とることを決定。欧州水枠組み指令の共通実施戦略（CIS）のも

とに技術文書の起案グループを設置。フランスとイタリアの主導

で、渇水対策を技術文書が作成された。 

C.日本への影響 

1日本への間接影響（貿易等） 記載なし 

2 同等の災害が東京で発生す

る可能性 

記載なし 

D.気候変動との対応 

1 気候変動との関連に関する

政治的発言等 

 

 NASA のゴダード宇宙科学研究所所長のジェームズ E ハンセン

氏が 2012 年、自らの分析をもとに 2003 年の欧州の熱波と気候

変動との間には因果関係があると主張していることが報じられ

ている。 

2 気候変動との因果関係  IPCC第 4次評価報告書には、2003年の欧州の熱波による超過死

亡は気候変動と関連している可能性が高いと記載されている。 

 イギリス気象庁 Peter A. Stott氏は人為的影響が 2003年の熱波

発生の確率を少なくとも二倍に上げたとの研究を発表。(ただし、

温室効果ガスの排出がなければこのような現象は発生しなかっ

たと断定することはほとんど常に不可能であるとしている) 

3 地域または国の気候変動適

応策に与えた影響 

 ヨーロッパ全域において、多くの政府（国および地方自治体）が

熱波対策を策定した。特に被害が大きかったフランスでは、国

内・地域において警報システムや高齢者保護に関する大規模な見

直しを行い、国家レベルおび地域レベルで気候変動適応策を策定

した。 

http://www.ipcc.ch/publications_and_data/ar4/wg2/en/contents.html
http://ec.europa.eu/environment/water/quantity/pdf/WSDGapAnalysis.pdf
http://www.independent.co.uk/news/world/europe/climate-change-blamed-for-shrinking-elbe-523898.html
http://www.independent.co.uk/news/world/europe/climate-change-blamed-for-shrinking-elbe-523898.html
http://onlinelibrary.wiley.com/doi/10.1256/wea.73.04/abstract
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http://www.dw.de/low-rhine-waters-leave-ships-stranded/a-985856 (A-3, A-8) 

 “The case of the disappearing Rhine” (Oct. 1, 2003/ The Guardian) 

http://www.guardian.co.uk/world/2003/oct/01/germany.lukeharding (A-3) 

 “Heat wave in Europe 2003, new data shows Italy as the most affected country” (Sep. 15, 2003/ 

The United Nations Office for Disaster Risk Reduction) 

http://www.unisdr.org/files/5597_heatwaveinEurope2003.pdf (A-6) 

 “UK energy generation, Understanding the investment implications of adapting to climate 

change” (Oct. 2009/ Acclimatise and Climate Risk Management Limited) 

http://unfccc.int/files/adaptation/adverse_effects/application/pdf/acclimatise_uss_energy_final_re

port_oct09.pdf (A-7) 

 “A changing climate of litigation” (Apr. 2007/ Environmental Health Perspectives) 

http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC1852662/ (A-7) 

 “European Heat Wave” (Aug. 16, 2003/ NASA Earth Observatory) 

http://earthobservatory.nasa.gov/IOTD/view.php?id=3714 (A-8) 

 “Case Study – The heatwave of 2003” (MET Office) 

http://www.metoffice.gov.uk/education/teens/case-studies/heatwave (B-1) 

 “State Aid Cases” (European Commission) 

http://ec.europa.eu/competition/state_aid/register/ii/by_range_n2003.html (B-1) 

 “Agriculture/Aquaculture:  Germany can pay drought aid to farmers and fish-farmers” (Nov. 12, 

2003/ Europolitics) 

http://www.europolitics.info/agriculture-aquaculture-germany-can-pay-drought-aid-to-farmers-an

d-fish-farmers-artr183674-10.html (B-1) 

 “Europeans are sweltering, too” (July 27, 2006/ The Seattle Times) 

http://seattletimes.com/html/nationworld/2003155170_euroheat27.html?syndication=rss (B-2) 

 “Water Scarcity Management in the Context of WFD” (June 2006/ Water Scarcity Drafting Group) 

 http://ec.europa.eu/environment/water/quantity/pdf/comm_droughts/8a_1.pdf (B-2) 

 “The blame game” (Dec. 2, 2004/ Nature) 

http://climateprediction.net/science/pubs/Allen%26Lord.pdf ( D-1) 

 “Recent extreme heatwaves ‘a result of global warming’” (Aug. 7, 2012/ The Independent) 

http://www.independent.co.uk/environment/climate-change/recent-extreme-heatwaves-a-result-of

-global-warming-8010213.html (D-1) 

 “Human contribution to the European heatwave of 2003” (Oct. 5, 2004/ Nature) 

http://www.nature.com/nature/journal/v432/n7017/full/nature03089.html (D-1) 

 “Paris Climate Protection Plan” (2007, Marie de Paris)  (D-2) 

http://www.dw.de/low-rhine-waters-leave-ships-stranded/a-985856
http://www.guardian.co.uk/world/2003/oct/01/germany.lukeharding
http://www.unisdr.org/files/5597_heatwaveinEurope2003.pdf
http://unfccc.int/files/adaptation/adverse_effects/application/pdf/acclimatise_uss_energy_final_report_oct09.pdf
http://unfccc.int/files/adaptation/adverse_effects/application/pdf/acclimatise_uss_energy_final_report_oct09.pdf
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC1852662/
http://earthobservatory.nasa.gov/IOTD/view.php?id=3714
http://www.metoffice.gov.uk/education/teens/case-studies/heatwave
http://ec.europa.eu/competition/state_aid/register/ii/by_range_n2003.html
http://www.europolitics.info/agriculture-aquaculture-germany-can-pay-drought-aid-to-farmers-and-fish-farmers-artr183674-10.html
http://www.europolitics.info/agriculture-aquaculture-germany-can-pay-drought-aid-to-farmers-and-fish-farmers-artr183674-10.html
http://seattletimes.com/html/nationworld/2003155170_euroheat27.html?syndication=rss
http://ec.europa.eu/environment/water/quantity/pdf/comm_droughts/8a_1.pdf
http://climateprediction.net/science/pubs/Allen%26Lord.pdf
http://www.independent.co.uk/environment/climate-change/recent-extreme-heatwaves-a-result-of-global-warming-8010213.html
http://www.independent.co.uk/environment/climate-change/recent-extreme-heatwaves-a-result-of-global-warming-8010213.html
http://www.nature.com/nature/journal/v432/n7017/full/nature03089.html
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2.2.27 ロシア熱波、森林火災（2010） 

調査項目 調査内容 

A極端現象による被害状況 

1発生時期 【熱波】 

2010年 6月 27日～8月半ば頃 

【火災】 

2010年 7月～9月 

2発生場所 ロシア西部、中部、南部 

3極端現象の規模 【熱波】 

 測候所所長の Alexander Frolov 氏が過去 1,000 年で最も過酷な熱

波であったと述べたことが報じられている。 

 ロシア全土で 17の地域が非常事態を宣言。 

 モスクワの 2010年 7月 1～14日までの平均気温は、平年の月平均

気温を 6.2度上回った。 

 7月 29日、モスクワで観測史上最高気温となる 39度を記録。 

 ボルガ川沿岸や西シベリアなどに干ばつが広がり、作付面積の 20％

にあたる 960万ヘクタールが壊滅。 

【火災】 

 30,376 件の火災が発生（うち 1,162 件が泥炭火災）。125 万ヘクタ

ールが壊滅。 

 8月 2日の報道では、一日 300件の割合で火災が発生していると報

道されている。 

 核施設が集中する閉鎖都市であるニジニ・ノヴゴロド州のサロフ近

郊で火災が発生。閉鎖都市を囲むフェンスに引火したことが報じら

れた。 

4再来期間（見積り） 記載なし 

5経済被害額 熱波・火災の合計で 36億米ドル（Munich Re） 

6 人的被害（死亡/負傷/影響を

受けた人の数） 

【熱波】 

 Munich Reによると７月および 8月の死亡者数は、前年同期の死亡

者数に比べ 56,000 人増加した（災害疫学センターの調べでは熱波

による死者は、55,736人）。 

 ７～8月のモスクワでの死亡者 10,935人（死亡率 60％増） 

【火災】 

火災による死者 130名。2,500戸の世帯が焼失。 

7波及的な影響 

（影響が及んだ主体と内容） 

 近隣で火災が発生したため、ウラル南部の原子力再処理施設付近に

非常事態宣言がなされた。 

 20 年前のチェルノブイリの事故による核汚染が残っているブリャ

ンスクでの火災により、大気中に放射性粒子が放出され、放射能汚

染地域が拡大するおそれがあるとされた。 

 熱波・山火事による農地への影響およびロシア政府による小麦輸出

抑制の動きから、米国産小麦の需要が拡大するとの観測が高まり、

シカゴの小麦先物相場が 1ブッシェル当たり 6.775ドルの高値とな

った。 

 大規模火災の発生により、ロシア全土に取材網を広げている新聞が

一社もなく、事態の全貌が把握できる信頼性の高い情報を得られる

ソースが無いことが浮き彫りとなった。 

8図・表・画像等  ロシアの熱波の分布図（火災被害が大きかったとされる、ニジニ・

ノヴゴロドの場所が示されている） 
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 2010年 8月 4日、Dolginino村付近の森林火災の様子 

 
（Getty Images） 

 

 2010年 8月 5日に報道された火災発生地域 

 
（BBC） 

B.対応策 
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 「ロシアの熱波でシカゴ小麦高騰 － 1 年 10 ヶ月ぶり高値、輸出抑制観測」（2010 年 8 月 2 日／ブ

1発生直後の緊急対応 

（対応の実施主体と内容） 

 大統領は七つの地域に非常事態を宣言。 

 近隣で火災が発生したため、ウラル南部の原子力再処理施設付近に

緊急事態宣言がなされた。 

2被害発生後の中長期対策 

（対策の実施主体と内容） 

記載なし 

 

C.日本への影響 

1日本への間接影響（貿易等） 記載なし 

 

2 同等の災害が東京で発生す

る可能性 

記載なし 

 

D.気候変動との対応 

1 気候変動との関連に関する

政治的発言等 

 

 ロシアのメドベージェフ大統領は、公の場で「現在わが国の中部で

発生している事態は地球規模の気候変動の証拠である。なぜなら、

我々はこのような気象条件に今まで一度も直面したことがないか

らである」と述べ、気候変動と本現象を直接結び付ける発言をして

いる。 

2 気候変動との因果関係  NOAA の科学者の 2011 年の研究では、2010 年の熱波は人為的影

響による気候変動ではなく、自然気候変動であるとされた。 

 その一方で、NASAのゴダード宇宙科学研究所所長のジェームズ E

ハンセン氏は、2012 年、自らの分析をもとに 2010 年のロシアの

熱波と気候変動との間には因果関係があるとの意見を Washington 

Post 紙に掲載している。(もっともこれは言い過ぎであるとイギリ

ス気象庁のピーター・スコット氏は批判している) 

 さらに 2010 年のモスクワの記録的猛暑は、気候変動がなければ起

こらなかったであろう確率が 80％であるとする 2011年の研究があ

る。 

3 地域または国の気候変動適

応策に与えた影響 

 7月 30日メドヴェージェフ大統領は、「現在地球の気候に起こって

いることは、私たち全て、すなわち州のトップ、そして社会組織の

トップ全員に向けた、地球の気候変動に対応するより精力的な取り

組みをするための警鐘であるべきだ」と発言した旨が報道されてい

る。また、別の記事では大統領が今後は働き方や今までの慣習の見

直しが必要であると述べた旨報道されており、ロシアが今までとは

ことなる姿勢で気候変動適応策に取り組むことが期待されている。 

http://www.euronews.com/2010/06/27/moscow-in-grip-of-heat-wave
http://www.bbc.co.uk/news/world-europe-10912658
http://articles.cnn.com/2010-07-29/world/russia.moscow.heat_1_hottest-month-heat-wave-degrees?_s=PM:WORLD
http://articles.cnn.com/2010-07-29/world/russia.moscow.heat_1_hottest-month-heat-wave-degrees?_s=PM:WORLD
http://www.voanews.com/content/russia-wildfires-rage-amid-record-heat-99850004/123211.html
http://www.47news.jp/CN/201007/CN2010071701000447.html
http://cred.be/sites/default/files/PressConference2010.pdf
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2.2.28 デング熱の流行 (2006～現在) 

調査項目 調査内容 

A極端現象による被害状況 

1発生時期 2006年頃から罹患者が急増。 

2発生場所 メキシコ南東部を中心に全土に広がりをみせているが、中でもヴェラ

クルズ州の罹患者数が最多。次いで、ユカタン州、チアパス州に罹患

者が多い。 

3極端現象の規模  2001 年と 2006 年とを比較すると、2006 年にはデング熱患者数

がおよそ６倍に急増。2000年には 50件に一件だった、出血性デ

ング熱が、2006年には４件に一件まで増加した。 

4再来期間（見積り） 記載なし 

5経済被害額 記載なし 

6 人的被害（死亡/負傷/影響を

受けた人の数） 

 2006年のデング熱の罹患者は 27,287人（2004年は、8,202人で

あった）であったが、WHO の調べによると 2011 年にメキシコ

でデング熱と届出された罹患者数は、67,918人に上っている。ア

イルランドの Tropical Medical Bureauは 2012年の第 34週（８

月 19 日～25日）現在、デング出血熱の罹患者数が 7.4 倍に増加

していると報告。2012 年の状況（８月 30 日現在）：デング熱と

確認された患者数 18,106 人、内 6,188 人がデング出血熱、死亡

者数 23 人。尚、メキシコにおけるデング熱罹患のピークは、８

月～10月とされている。 

7波及的な影響 

（影響が及んだ主体と内容） 

記載なし 

8図・表・画像等 【デング熱を媒介するネッタイシマカ (Aedes Aegypti)】 

 

(Sep. 21, 2007/ National Geographic News) 

 

【デング熱危険地域の地図】 
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赤：高リスク地域 黄：中程度リスク地域 緑：低リスク地域 

(Map: cenave.gob.mx) 

B対応策 

1発生直後の緊急対応 

（対応の実施主体と内容） 

 2007年 11月、洪水被害を受けたタバスコ州において蚊の大量発

生を防ぐため、10,000ヘクタールの地域について燻蒸消毒を行っ

た。 

2被害発生後の中長期対策 

（対策の実施主体と内容） 

 2010 年、連邦政府はデング熱対策のために 5,000 万ドル以上を

投入することを発表。さらに、国民に対して、パティオを清潔に

保ち、蚊が集まるような水を貯めておかないことを周知するな

ど、啓発活動を行っている。 

C日本への影響 

1日本への間接影響（貿易等） 外務省および厚生労働省検疫所のホームページでメキシコへの渡航の

際のデング熱への注意を促している。 

2 同等の災害が東京で発生す

る可能性 

デング熱の媒介となる蚊の生息適地に（少なくとも現在気候の）日本

は含まれていない。 

D気候変動との対応 

1 気候変動との関連に関する

政治的発言等 

 

 メキシコ保健当局の間でデング熱の急増が気候変動と関連して

いる可能性があるとの認識が広がりはじめていると報道されて

おり、デング熱罹患者の増加の要因は複数考えられるが、気温上

昇および雨量の増加が影響を与えていることは間違いないとす

る、国立生態多額研究所気候変動学責任者 Andrés Flores 

Montalvo氏の意見が紹介されている。 
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候変動とデング問題の相関関係についての証拠は確かであると

指摘（ただし、温暖化による影響と都市化や旅行者の増加による

影響とを区別することが困難であることも認めている。） 

 メキシコにおけるデング熱の増加と気候変動に因果関係を認め

るか否かは議論されるところであるが、雨量増加、海面水温上昇、

週間最低気温の上昇という近年の状況がデング熱拡大の一因で

ある可能性があると指摘する研究がアメリカの学術誌に掲載さ

れている。 

 IPCC第４次評価報告書（WG2）は、メキシコ湾の海面水温およ

び最低気温の上昇、降水量の増加がデング熱の拡大と関連してい

ると指摘する。 

 IPCC AR4によれば、デング熱のリスクに曝される人数の増加を

示唆する研究はあるが、確信度は現時点では低いとしている。 

 気候変動により、暴風雨が増えると水たまりが増え、干ばつが増

えると人々は貯水をする。この結果、ネッタイシマカ（Aedes）

の繁殖場所を増やすことになる。また、気温上昇により、生物及

びウィルス媒介の感染症の発生率が上昇するとの指摘がある。 

3 地域または国の気候変動適

応策に与えた影響 

記載なし 
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2.2.29 海面上昇による居住地への影響 (～現在) 

調査項目 調査内容 

A極端現象による被害状況 

1発生時期 ～現在 

2発生場所 モルディブ全域（約 1,200 の島々のうち 8 割が海抜 3 フィート(0.9m)

未満にあり、海抜 6フィート(1.8m)を超える国土が存在しないため。） 

3極端現象の規模 国土の 80％が海抜１メートル以下にあり、島々の 50％が深刻な海岸浸

食に直面している。 

4再来期間（見積り） 該当なし 

5経済被害額 記載なし 

6 人的被害（死亡/負傷/影響を

受けた人の数） 

およそ 350,000人の国外移住を検討中。 

7波及的な影響 

（影響が及んだ主体と内容） 

モルディブの GNP の 95％は観光業が占めるとされているが、沿岸に

おける浸水、海辺の喪失、インフラへの影響などから観光業が打撃を

受ける可能性があることが、UNCCCにより指摘されている。 

8図・表・画像等  モルディブの首都マレが所在するマレ島の様子 

海面上昇対策として、島全体を囲む護岸が建設されている。 

 
Photograph by Peter Essick, Aurora Photos 

 

 海面水位の推移状況 
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 “Maldives look to mass Australian migration as solution to rising sea levels” (Jan. 11, 2012/ 

 
(Climate Data Information) 

B対応策 

1発生直後の緊急対応 

（対応の実施主体と内容） 

 1987 年頃から日本の協力を得てマレ島の護岸建設計画が進めら

れている。 

2被害発生後の中長期対策 

（対策の実施主体と内容） 

 2009年に 10年以内に完全に再生可能エネルギーへと切り替え、

カーボンニュートラルを達成することを目標とすると発表（年間

1.1億ドルの予算を必要とすると見積もられている）。 

 モルディブのナシード大統領はおよそ350,000人を移住させるた

めにオーストラリアの高台の土地を購入し始めており、避難民の

受け入れについてすでに豪州政府に交渉を申し入れたと報道さ

れている。 

C日本への影響 

1日本への間接影響（貿易等） モルディブの護岸建設のために無償資金協力を行っている。 

2 同等の災害が東京で発生す

る可能性 

海面上昇量が非常に大きくなった場合（例えば 1m以上など）、地域に

よっては海面上昇により移住が必要となる可能性はある。 

D気候変動との対応 

1 気候変動との関連に関する

政治的発言等 

 

気候変動による海面水位の上昇予測に基づき、IPCCが、2100 年まで

にモルディブが事実上居住不能になる可能性があると警告したことが

報じられている。 

2 気候変動との因果関係  気候変動は海面水位の上昇に影響を与えており、モルディブは特

に気候変動に脆弱であるとの記載が IPCC SREXにある。 

 IPCC 第 4 次評価報告書では海面水位は、21 世紀末には 1980～

1999 年の平均海面水位に対して 0.18～0.59m 上昇すると予測さ

れている。 

 IPCC 第 4 次評価報告書の予測（年間 2mm）よりも 60％早い速

度（年間 3.2mm）で海水面上昇が進んでいるとの研究結果が報じ

られている。 

3 地域または国の気候変動適

応策に与えた影響 

京都議定書への署名を最初に行った国であるモルディブは従来から気

候変動対策への関心も危機意識も高く、温室効果ガス削減義務を負わ

ない UNFCCC の非付属書 I 国でありながら、温室効果ガス削減にも

積極的に取り組んできた。低海抜に位置するため、そもそも気候変動

適応策が限られている中、護岸建設、サンゴ礁保護、経済活動の多様

化、地下水源の保護、教育など多様な適応策に積極的に取り組んでい

る。 
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2.2.30 ハリケーン・ボファ（2012） 

※フィリピンでは PABLOという現地名で呼ばれることも多い。 

調査項目 調査内容 

A極端現象による被害状況 

1発生時期 2012年 12月 3～9日 

2発生場所 2012 年 11 月、カロリン諸島付近で発生。勢力を強めながら西へと進

み、フィリピン、ミンダナオ島上陸直前に最大風速 260km/hの台風と

なる。12月 3日夜にミンダナオ島東岸に上陸。島を横断してスールー

海へと抜けた後、12月 5日にパラワン島を通過してさらに南シナ海へ

と抜けた。途中勢力を落とし、熱帯低気圧となるものの、北東へ進路

を変えてフィリピン北部へ向かう途中で再び勢力を増し、台風となっ

た。その後、ルソン島に接近中の 12月 9日に熱帯低気圧に変わり、消

滅。被害が最も大きかったのは、ミンダナオ島南東部の東ダバオ州お

よびコンポステラ・バレー州。 

3極端現象の規模  ピーク時には最大風速 260km/h、サファ・シンプソン基準でカテ

ゴリー5まで発達。 

 低緯度では台風は勢力を弱めるのが通常であるが、低緯度である

にもかかわらず強い勢力を維持した点が注目されている。 

4再来期間（見積り） 記載なし 

5経済被害額 フィリピン政府は経済被害額の合計を約 7億 8,000万米ドルと推定。 

農作物への被害額 2億 5,000万米ドルとUNDPが推定。 

6 人的被害（死亡/負傷/影響を

受けた人の数） 

 死者 1,146人、行方不明者 834人、影響を受けた人の数 620万人、

建物 200,000棟が被害を受けた 

 バナナの栽培地であるダバオ地域が被害を受けたため、バナナの

輸出収益が打撃を受け、損害額はおよそ 3億 5,000万ドルと見積

もられている。 

7波及的な影響 

（影響が及んだ主体と内容） 

記載なし 

8図・表・画像等  12月 5日フィリピン南部コンポステラ・バレー州の被害の様子 

 
（Bullit Marquez/Associated Press） 

 

 12 月 4～5 日の BOPHA の進路と影響を受けた人の数を示す地

図。（薄い青色の線が 12 月４日、濃い青色の線が 12 月 5 日の進

路を示す。濃い緑色で示される地域ほど影響を受けた人数が多

く、海岸線の赤色は高潮の高さが高いことを示している。） 
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参考文献 

 「台風経路図 2012年」（気象庁） 

http://www.data.jma.go.jp/fcd/yoho/typhoon/route_map/bstv2012.html (A-1, A-2) 

 
(OCHA) 

B.対応策 

1発生直後の緊急対応 

（対応の実施主体と内容） 

12月 8日、アキノ大統領は国全体に国家災害事態宣言を発令。これに

より国、民間企業および国際機関による救援活動を迅速にとり行う態

勢を整えた。また、宣言発令により、影響を受けた地域における必需

品の物価も管理下に置かれることとなった。 

2被害発生後の中長期対策 

（対策の実施主体と内容） 

フィリピン農業省は、タスクフォース・アラヨン（支援チーム）及び

高価値作物開発プログラム（HVCDP）を通じて、バナナ農家を支援し

ている。HVCDP は 2013 年 1 月現在ですでに 669 万ペソを援助。2

月にはタスクフォース・アラヨンの会議において今後は小規模かんが

いシステムおよびその他の農業施設の復旧に焦点を当てて復興活動を

行うことが決定された。 

C.日本への影響 

1日本への間接影響（貿易等） BOPHA の影響により、フィリピンのバナナ事業者は従来から取引の

ある日本・韓国・ニュージーランドの各市場へ約定通りバナナを供給

することができなくなる可能性があると報道されている。フィリピン

バナナ生産者・輸出業者協会（PBGEA）代表は、バナナ輸出量が 10

～15％まで減少する可能性があると説明しており、2013年 3月、4月、

5月にバナナの供給不足が発生する可能性がある。 

2 同等の災害が東京で発生す

る可能性 

台風等の豪雨により被害の可能性がある。 

D.気候変動との対応 

1 気候変動との関連に関する

政治的発言等 

2012 年 11 月 26 日～12 月 7 日にかけて開催されたドーハの気候変動

会議でフィリピンを代表する Naderev Sañosi 氏が「ハリケーン・サ

ンディと現在フィリピンに大惨事をもたらしている台風 BOPHAこそ

が、気候変動への至急の対応を呼びかける必要があることおよび気候

変動が現実であることを示す明白な例である。もはや気候変動が起こ

っているか否かという議論に明け暮れるべき時ではない」と発言した

ことが報道されている。 

2 気候変動との因果関係 IPCC SREX では熱帯低気圧（台風など）の発生率は減少するか横ば

いと予測されているが、最大風速は強度を増すと予測されている。 

3 地域または国の気候変動適

応策に与えた影響 

国連事務総長特別代表の Margareta Wahlström氏も世界一とコメン

トしたことがあるフィリピンの気候変動適応法の成立に貢献した 
Loren Legarda上院議員は、今後同様の悲劇を繰り返さないため、ジ

オハザード・マップの整備の必要性を上院で主張している。 

http://www.data.jma.go.jp/fcd/yoho/typhoon/route_map/bstv2012.html
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 “Bopha Makes Landfall” (Dec. 5, 2012/ Earth Observatory, NASA) 

http://earthobservatory.nasa.gov/IOTD/view.php?id=79892 (A-1) 

 “Typhoon Bopha (Western North Pacific Ocean) (Dec. 10, 2012/ NASA) 
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